
























の涙につ て注目し、解釈を試みたい。作品論と える程まとまった考察の用意はないが、為家、為氏、阿仏尼の関係、そして彼らを照射する雅有の意識を読み解き と考えている。
一為家と為氏の確執
『嵯峨のかよひぢ』で、藤原為家は三度涙を流す。文永六年九月十三日、飛鳥井雅有は小倉山に差し出た十三夜



















りぬる」とて、殊に興ぜらる。月百首の題を短冊に書きて、もとより置かれたり。 「もし訪ふ人 侍るとて、これをば用意し 候ひつる。渡り給はずは 甲斐なからまし」
とうで
とて、取出たり。
「老醜を厭いてか訪れる人もなく、一人寂しく月を眺めていた」と、為家は雅有たちの訪問を涙を流して喜び、準備していた月百首の探題詠を「女あるじ」の阿仏尼も交えて始める。その三日後、風情ある時雨の日に、雅有は「かしこの寂しさ思ひやられて」 再び為家邸 訪れて『伊勢物語』の教えを請いさらに『源氏物語』 講義を受けるという話になる。さて、翌日十七日より『源氏物語』の講義が始まり、夜は酒





























した嵯峨中院山荘の有様から書き始められ、為家は 老い 寂しさを訴えたり、酔えば ふとしたことで涙を落としたりする老いた人として描かれている。
『嵯峨のかよひぢ』考
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現在、①で為家の嘆く、嵯峨中院山荘の寂寥感は韜晦とする

















不和とい 問題と絡めると、 『嵯峨のかよひぢ』に記され 為氏と為家たちの交流はいかにとらえられる 。それはこの作品の論点の一つでもあるが、たとえば 飛鳥井雅有日記全釈』 （水川喜夫 、風間書房、一九八五年）は、③の場面にある「有馬」の注の中で、為氏が「初めて （始めて） 」来たという文辞に対し、
前年に権大納言を辞した気楽さか、病気のためか、暫く湯治に行っていたと思われる。 「初めて」は、阿仏尼の所へ近づかない、というのではなく、帰洛し 最初に、の意であろう。
という解釈を示し、その表現を為氏と 家・阿仏尼の関係とは結びつけない立場をとっている。また、御子左家の和歌文書・荘園の譲渡問題について綿密な考察 行った佐藤恒雄氏も、文永六年の手続きについては「円満裡にことは運んだ」 して、
なお、これらの文書（稿者注文永六年十一月十八日付融覚悔返譲状及び為氏去状を指す）が認められたのは、飛鳥井雅有に『源氏物語』を講義中のことで、 四日は早蕨、十九日には宿木の講義があった。間の十五日と 六日は、
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月に、為家は阿仏尼に、小阿射賀御厨の預所職と地頭職を譲与することとした。 「播磨国細川庄地頭職関東裁許状」によれば、この荘園は 正元元年（一二五九）十月の時点では、領家職・預所職・地頭職 もに為氏に譲られ ことになっていた（領家職については、二条左大臣 姫君に一期の間譲られ、その後為氏に返される） 。しかし、その後、預所職・地頭職は為家乳母の孝弘母 一期の間権利が移され、さ 文永五年十二月十九日付阿仏御房宛融覚譲状によって、その死後は阿仏尼が り受けることとなった。阿仏尼没後 は 預所職はその男為相に相伝してほしい旨も為家は書き添えている。
こうして、為家の意向によって、為氏は嫡男として約束され
た権利の一部を、阿仏尼・為相に奪われた。そ てさら 、永六年十一月には、為氏より越部下庄が悔い返され 相
『嵯峨のかよひぢ』考
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察を及ぼすことは難しい。しかし、 「有馬より返りて始めて」という状況 あったことは、為家がそのように伝えなければ雅有は知り得ない。その言葉を かに雅有が理解したかはともかく、少なくとも、そこに、ようやく 氏 自邸を訪れたことに対する為家の意識を看取することに無理はないと考える。「播磨国細川庄地頭職関東裁許状」によれば、正元元年十月、十二月、文応元年（一二六〇）七月 為家によって作成された三通の文書の段階では、吉富庄・小阿射賀御厨・細川庄、また藤原定家相伝和歌文書等は、期限付きで他者に一部譲られるにしても、そ ほとんどが嫡男為氏に譲与されるものとして取りはからわれている。こ 時点 、ひ まず藤原為家は 子左家相伝の財産を次世代へ確実に受け渡す準備を整えたとみて いだろう。しかし、弘長三年（一二六三） 、阿仏尼との間に為相が誕生
し、状況も為家 意識 大きく変容してい こと なる。文永二年（一二六五） 、為家は 歳になった為相に、授与奥書 書き加えた藤原定家自筆本三代集を与え、文永五年 阿仏尼・為相に荘園の譲与を約した。嫡男為氏を尊重する思 と 年老いて授かった為相を不憫に思う気持ちとの間で揺れ動き、何を誰に伝えるべきか、為家は再び熟考を迫られることになってし
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の歌人を輩出した御子左家への思い そしてそれ 連なる者として自分自身と為相を位置づけようとする強い意識 看取できるのだが、 『嵯峨のかよひぢ』での阿仏尼の発言をみ と、そうした意識と通底するも は、すで そ 十年以上前には形成されていたことがうかがわれる。
そうした認識のもと、②の「此の頃の世の人、さはあらじ」
を読むとき、 こ 雅有と対比的に非難される 「此の頃 世の人」ははたして当世の世間一般の という意味しか持たないのであろうかと考え しまうのである。 十六夜日記』冒頭の「今の世の人の子」は、作品 背景や文脈により、 氏 婉曲的に表現したものと理解されているが、 『嵯峨のかよひぢ』に記された「此の頃の世の人」も、為氏を示唆した言葉として解釈できる可能性はないだろうか、と。
『嵯峨のかよひぢ』考
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今集』の伝授を請い、翌日、その講読も終了する。 「為氏にさえ『古今集』についてここまで詳しく伝授したことはない、まして『源氏物語』の講義などしたことがない」という為家の発言を言葉通りに受け取ってよいのか難しいところではあるが、為家に、御子左家嫡男である為氏に未だ伝授 おおせて ない
部分があるとの認識があったことは読み取ってよいだろう。
源氏学継承の上で為家と為氏がこうした状況にあることを、

















初めて 堂に会した場面でもある。雅有は為家に呼ばれるも、『源氏物語』の講義もそこそこに酒宴、連歌が始まるが、為氏に対する感情の揺れが大きくなってい 為家は、 氏の秀句に感涙する。雅有は、その涙は酔いも手伝っ のこ と解釈しているが、関係が悪化しつつある中、為氏がようやく顔を見せ、連歌に興じることができたことは、情愛厚い為家にとって 感慨深いものであり、涙は酒のせいだけではなかっただろう。
前節に引用した①の場面でも、為家は雅有たち 訪問に、昔
を思い出して「老の 」を流してい 。前述のように客観的見れば、当時、 ことゝふ人もなく」と嘆く程 人に忘れられたわけではなかったが、しかし、為家にとっては、九月十三夜
の風情ある名月に自分を思い出し、風流を好む人々が集わなければ、 「ことゝふ人もなく」も同然としか思えなかったのだ。そのような折、雅有だけが、 「かゝる所の今宵の月を、たゞなほざりに見んこと、いと口惜しかるべしとて」 、為家を慕い訪ねたのであるから、その喜びはひとしおであっただろう。 「もし訪ふ人も侍るとて、これをば用意 て候ひつ 」と 待ってましたとばかりに月百首を始めるが、しか 想像を逞しくすれば、この時、為家が心の底で訪問 待っていたのは為氏ではなかったか、ともに月を眺め、和歌を詠じたかったのは為氏ではなかったかと思われる 。
だからこそ、為氏が帰京後初めて嵯峨に訪れた夜、 「あはれ
おいびと
なる句ども出できて 老人などは酔ひ泣き」した。息子とこような夜を過ごすことができ 感涙に咽いだので 。
三まとめ――雅有の視線――
『嵯峨のかよひぢ』の記事を見る限りであるが、この時期、雅有は、為家・為氏親子にとって一種の緩衝材のような役割も持っていたようだ。③で、為家は為氏の訪問を ざわざ連絡し雅有を呼び寄せているが、十一月二日も、
中院より使ひあり。 「浦よりをちに」とあり。 「隔つるとはなきに」とて、すゞむし具して行く。もとより大納言ありて、酒飲みけ 。少し遊びて、やがて帰りぬ。
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れば、時に雅有は 歌道、源氏学の継承という意識のもとに、これと同様の視線を為家・為氏親子に注いでいたの はな だろうか。
諸氏が指摘されているように、 『嵯峨のみやまぢ』の重要な





に関わる虚構性の問題に言及され ものには、近年では、河野有貴子氏、佐藤恒雄氏、佐藤智宏氏 渡辺静子氏等 論考がある。
（３）成立時期について、水川喜夫氏は「著作年月は不明。推定す
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